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町
内
で
マ
イ
マ
イ
ガ
が
大

量
発
生
し
、
町
民
生
活
に
大

変
な
支
障
を
き
た
し
た
。
町

で
も
駆
除
方
法
の
周
知
や
高

圧
洗
浄
機
を
貸
し
出
す
な
ど

の
対
応
に
追
わ
れ
た
。

マ
イ
マ
イ
ガ
は
一
度
大
量

発
生
す
る
と
３
年
は
続
く
と

も
言
わ
れ
、
来
年
の
夏
は
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

駆
除
に
つ
い
て
は
、
行
政
と

住
民
の
効
果
的
か
つ
徹
底
的
な
共

同
作
業
が
求
め
ら
れ
る
が
、
具
体

的
な
対
応
策
は
ど
う
か
。

 
 
 
 
 

対
応
策
と
し
て
大
き
く
３
点
が

考
え
ら
れ
る
。

１
点
目
は
、
今
年
の
成
虫
が
産

ん
だ
卵
の
除
去
が
重
要
な
た
め
、

町
民
の
協
力
に
よ
り
除
去
を
呼
び

か
け
る
。

２
点
目
は
、
夜
間
の
光
に
集
ま

る
習
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年

は
特
に
ガ
が
集
ま
り
や
す
い
地
域

の
街
路
灯
や
公
共
施
設
の
照
明
灯

を
一
時
的
に
消
す
な
ど
の
対
策
を

行
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
光
源
を
Ｌ

 
 

 

 

 

 
 
 
 

学
習
指
導
要
領
の
改
定
に
伴
い
、

来
年
４
月
か
ら
中
学
校
で
武
道
が

必
修
科
目
と
な
る
。
多
く
の
学
校

で
は
柔
道
を
選
択
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
柔
道
は
格
闘
技
で
も
あ
り
、

怪
我
に
よ
る
後
遺
症
や
最
悪
の
場

合
は
死
亡
事
故
に
も
つ
な
が
る
危

険
性
が
心
配
さ
れ
る
。

教
員
の
適
切
な
指
導
や
、
学
校

と
し
て
の
徹
底
し
た
安
全
対
策
が

求
め
ら
れ
る
が
、
教
育
委
員
会
と

し
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

 
 
 
 
 
 

来
年
度
か
ら
広
尾
中
が
柔
道
、

豊
似
中
が
剣
道
を
取
り
入
れ
る
。

武
道
に
つ
い
て
は
特
に
事
故
等
が

危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
委

員
会
と
し
て
は
文
科
省
及
び
道
教

委
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
生
徒

の
健
康
状
態
、
技
能
に
応
じ
た
指

導
、
施
設
や
用
具
の
安
全
点
検
な

ど
に
配
慮
し
、
生
徒
が
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

武
道
を
指
導
す
る
際
の
特
別
な

資
格
は
要
し
な
い
が
、
教
員
の
実

技
研
修
や
安
全
対
策
の
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
、
事
故
の
対
処
方
法

に
つ
い
て
も
、
具
体
的
事
例
を
交

え
て
指
導
を
行
う
。

 

     

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
Ｄ
照
明
に
転
換
す
る
こ
と
。

３
点
目
は
、
町
で
高
圧
洗
浄
機

材
を
購
入
、
貸
出
し
、
成
虫
や
卵

の
駆
除
に
取
り
組
む
。

引
き
続
き
、
対
策
先
進
地
の
情

報
を
収
集
し
な
が
ら
効
果
的
な
対

策
を
検
討
し
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             



            

 
 
 
 
 
 

｢

自
治
体
の
憲
法｣

と
も
言
わ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、

十
勝
管
内
で
も
帯
広
市
や
芽
室
町

を
は
じ
め
半
数
近
く
が
、
ま
た
道

内
で
も
ニ
セ
コ
町
を
は
じ
め
、
既

に
３
分
の
１
の
自
治
体
が
条
例
を

制
定
し
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
自

 
 
 
 
 
 

道
内
の
エ
ゾ
シ
カ
生
息
数
は
64

万
頭
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。
農
林

被
害
は
年
50
億
円
に
達
し
、
町
内

で
も
、
年
間
１
億
円
程
度
の
被
害

が
あ
る
。

町
内
の
ハ
ン
タ
ー
数
は
、
高
齢

化
な
ど
か
ら
平
成
17
年
度
の
54
人

か
ら
現
在
35
人
に
減
少
し
、
行
政

と
猟
友
会
が
一
体
と
な
っ
た
エ
ゾ

シ
カ
の
駆
除
体
制
の
構
築
が
急
が

れ
る
。

冬
期
間
の
主
要
林
道
の
除
雪
を

は
じ
め
、
狩
猟
税
の
助
成
な
ど
、

ハ
ン
タ
ー
の
負
担
を
軽
減
す
る
取

組
が
必
要
で
は
な
い
か
。
エ
ゾ
シ

カ
肉
は
、
健
康
食
品
と
し
て
の
見

直
し
も
あ
り
、
食
肉
と
し
て
有
効

活
用
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

 

ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
に
よ
る

｢

自
治｣

が
基
本
と
規
定
し
て
い

る
。地

方
分
権
が
推
進
さ
れ
る
中
、

平
成
21
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い

て
本
町
で
も
早
急
に
ま
ち
づ
く
り

自
治
基
本
条
例
を
制
定
す
べ
き
と

の
一
般
質
問
を
行
っ
た
が
、
そ
の

後
の
現
在
ま
で
の
進
ち
ょ
く
状
況

は
ど
う
か
。

 
 
 
 
 

自
治
基
本
条
例
の
制
定
は
、
国

の
法
令
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
自

治
の
原
則
を
、
独
自
に
確
立
し
て

法
的
根
拠
を
持
つ
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
第
５
次
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
進
め
る
う
え
で
も

条
例
の
制
定
は
必
要
と
考
え
、
既

に
制
定
済
み
の
先
進
自
治
体
の
例

を
参
考
に
検
討
を
重
ね
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

日
々
大
変
な
介
護
を
強
い
ら
れ

て
い
る
家
族
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
早
期
入
所
を
待
ち
望

ん
で
い
る
も
の
の
、
入
所
待
機
者

は
年
々
増
え
続
け
、
多
く
が
入
所

を
半
ば
あ
き
ら
め
て
い
る
現
状
に

あ
る
。

入
所
に
際
し
て
の
順
位
付
け
は
、

公
平
性
は
も
と
よ
り
、
透
明
性
と

情
報
の
公
開
が
町
と
し
て
の
行
政

課
題
だ
と
思
う
が
。

 
 
 
 
 

特
老
へ
の
入
所
順
位
は
、
入
所

基
準
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
き
入

所
順
位
名
簿
を
作
成
し
、
入
所
検

討
委
員
会
の
審
査
を
経
て
決
定
と

な
る
。
名
簿
は
入
所
希
望
者
の
介

護
認
定
情
報
に
よ
り
点
数
を
付
け
、

全
５
項
目
の
総
合
点
が
高
い
順
に

作
成
さ
れ
る
。

入
所
検
討
委
員
会
で
は
、
厚
労

省
の
入
所
優
先
度
判
定
指
針
を
は

じ
め
、
介
護
保
険
事
業
計
画
施
設

サ
ー
ビ
ス
見
直
し
指
針
な
ど
を
基

に
総
合
的
な
観
点
で
審
議
す
る
。

委
員
は
学
識
経
験
者
、
施
設
・
福

祉
担
当
者
で
構
成
す
る
な
ど
、
入

所
基
準
の
明
示
と
と
も
に
入
所
過

程
の
透
明
性
、
公
平
性
を
確
保
し

て
い
る
。
委
員
会
で
の
検
討
結
果

は
入
所
希
望
者
に
随
時
連
絡
を
行
っ

て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

             



            

 
 
 
 
 
 
 

６
月
の
議
員
協
議
会

で
、
十
勝
圏
広
域
消
防

運
営
計
画

(

素
案)

が

示
さ
れ
た
。
９
月
に
住

民
意
見
の
取
り
ま
と
め
、

10
月
に
広
域
消
防
運
営

計
画
を
作
成
、
12
月
に

は
市
町
村
議
会
に
広
域

化
に
つ
い
て
の
関
係
議

案
を
提
出
と
の
説
明
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
広
域

化
の
議
論
は
ど
う
か
。

多
額
の
費
用
が
必
要

な
消
防
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
は
、
広
域
化
に
よ
り

負
担
軽
減
と
な
る
。
消

防
体
制
は
従
来
と
変
わ

 
 
 
 
 
 
 

７
月
27
日
衆
議
院
厚
生
労
働
委

員
会
に
お
い
て
参
考
人
の
児
玉
龍

彦
東
京
大
学
教
授
は
、｢

福
島
原

発
事
故
は
広
島
原
爆
よ
り
多
量
の

残
存
物
を
放
出
。
徹
底
し
た
放
射

線
測
定
と
除
染
に
徹
す
る
こ
と
が

大
事｣

と
発
言
。

放
射
性
物
質
は
食
物
連
鎖
で
人

間
以
外
の
生
物
に
も
被
害
を
与
え

る
こ
と
か
ら
、
食
品
の
安
全
に
不

安
が
広
が
っ
て
い
る
。
水
産
物
の

安
全
確
認
は
本
町
漁
業
に
と
っ
て

も
重
要
な
課
題
。
現
在
の
検
査
体

制
で
十
分
か
。
放
射
能
測
定
器
購

入
の
検
討
な
ど
の
強
化
を
。

 
 
 
 
 

水
産
物
に
つ
い
て
は
、
放
射
性

物
質
の
濃
度
を
魚
種
ご
と
に
水
揚

げ
海
域
で
測
定
し
て
い
る
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
放
射
性
物
質
は
検
出

さ
れ
て
い
な
い
。

現
在
、
全
国
さ
ん
ま
漁
業
協
会

な
ど
と
道
は
、
共
同
で
放
射
性
物

質
の
検
出
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

町
と
し
て
、
結
果
を
十
分
注
意
し

な
が
ら
動
向
を
見
守
っ
て
い
く
。

放
射
能
測
定
器
の
購
入
に
つ
い

て
は
、
道
が
主
体
と
な
っ
た
調
査

を
定
期
的
に
行
っ
て
お
り
、
調
査

の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

林
道
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
国

や
道
と
の
役
割
分
担
を
整
理
し
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

狩
猟
免
許
の
取
得
費
用
の
助
成

を
23
年
度
に
限
り
行
う
ほ
か
、
ハ

ン
タ
ー
の
育
成
に
つ
な
が
る
狩
猟

者
登
録
助
成
に
つ
い
て
は
、
猟
友

会
と
協
議
し
た
い
。

今
年
度

｢

く
く
り
わ
な｣

を
20

基
購
入
し
、
町
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
協
議
会
が
貸
出
し
を
行
う
。

シ
カ
肉
の
利
用
課
題
は
、
道
を

含
め
た
各
方
面
と
連
携
し
検
討
を

進
め
た
い
。

ら
ず
、
消
防
力
の
低
下
も
な
い
と

い
う
裏
付
の
財
政
計
画
も
示
さ
れ

て
い
な
い
。
も
っ
と
正
確
な
情
報

を
提
供
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 
 
 
 
 

先
に
、
十
勝
圏
広
域
消
防
運
営

計
画

(

素
案)

の
原
案
を
示
し
た

が
、
消
防
力
の
整
備
を
そ
れ
ぞ
れ

の
構
成
市
町
村
が
担
う
方
式
も
協

議
し
て
い
る
。
広
域
化
に
伴
う
財

政
計
画
に
つ
い
て
は
、
協
議
が
整

い
次
第
示
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

費
用
や
指
令
業
務
の
一
元
化
に
伴

う
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
示

す
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。

広
域
化
に
向
け
十
分
な
議
論
を

重
ね
る
が
、
素
案
の
作
成
が
遅
れ

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
総
体
的
な
移

行
日
程
も
ず
れ
込
む
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

            

             



            

 
 
 
 
 
 
 

道
が
昨
年
実
施
し
た

｢

ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
状
況｣

の

調
査
結
果
で
は
、
多
く
の
道
内
自

治
体
が
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た

取
組
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、

本
町
は
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
調

査
研
究
の
み
だ
。

道
の
報
告
書
で
は
、
広
尾
町
の

太
陽
光
発
電
の
賦ふ

存ぞ
ん

量
は
十
勝
管

内
で
５
番
目
、
太
陽
熱
利
用
の
賦

存
量
は
７
番
目
と
な
っ
て
い
る
が
、

な
ぜ
活
用
し
な
い
の
か
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
取
法

も
成
立
し
た
こ
と
か
ら
も
利
用
の

取
組
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 
 
 
 
 

調
査
結
果
に
お
い
て
、
本
町
で

の
具
体
的
な
取
組
が
遅
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
工
場
誘
致
の
期
成
会
を
立
ち
上

げ
、
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

節
電
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
意
識

の
啓
発
を
町
広
報
で
行
う
と
と
も

に
、
町
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
つ
い
て
、
優
先
度
を
考
慮
し
な

が
ら
進
め
た
い
。

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
組
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と

も
に
、
町
民
へ
の
情
報
提
供
を
適

時
進
め
た
い
。

 

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

             

       

           

                    

                    

                      

                        

                    

                     

                     

                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 
 
 
 

              

             



            

調
査
日

平
成
23
年
８
月
２
日

保
育
所
・
幼
稚
園
の
管
理
運
営

状
況
等
に
つ
い
て
、
資
料
に
よ
り

説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、
調
査
に

先
立
ち
丸
山
保
育
所
及
び
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
現
地
調
査
し

た
。

１.

保
育
所

①
保
育
所
の
現
況

現
在
休
所
中
の
音
調
津
を
含
め
、

保
育
所
は
、
広
尾
、
丸
山
、
野
塚
、

豊
似
の
５
か
所
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
建
設
後
30
年
以
上
が
経
過
し
、

建
物
修
繕
費
が
増
加
し
て
い
る
。

②
保
育
児
童
数
と
入
所
率

本
年
度
の
保
育
児
童
数
は
、
４

か
所
の
保
育
所
合
計
で
１
２
５
人
。

未
就
学
児
童
に
占
め
る
割
合
は

38
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

③
保
育
士
数

保
育
士
は
19
人
で
、
う
ち
正
職

員
は
13
人
、
臨
時
職
員
は
６
人
で

あ
る
。
臨
時
職
員
の
占
め
る
割
合

は
31
・
６
％
と
な
る
が
、
昨
年
度

の
十
勝
管
内
平
均

(

44
・
３
％)

を
下
回
る
状
況
に
あ
る
。

④
運
営
費

保
育
所
運
営
に
係
る
23
年
度
の

歳
出
予
算
は
１
億
８
３
６
６
万
２

千
円
、
一
方
、
保
育
料
等
の
歳
入

は
１
９
７
５
万
６
千
円
と

な
り
、
歳
入
が
減
少
傾
向

に
あ
る
。
こ
れ
は
保
育
児

童
数
の
減
少
と
、
22
年
度

か
ら
の
第
３
子
以
降
の
保

育
料
無
料
化
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

⑤
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

育
児
の
悩
み
や
不
安
感

の
解
消
を
図
る
と
と
も
に

子
育
て
を
総
合
的
に
援
助
、

推
進
し
、
子
育
て
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
す
る
た
め
、

平
成
13
年
に
丸
山
保
育
所
内
に
開

設
さ
れ
た
。

事
業
と
し
て
、
一
時
保
育
、
子

育
て
相
談
、
に
こ
に
こ
広
場
、
こ

ん
に
ち
は
開
放
、
サ
ー
ク
ル
開
放

を
行
っ
て
い
る
。

２.

広
尾
町
に
お
け
る
子
育
て
支

援
の
取
組

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
に
お
け

る
児
童
の
養
育
を
支
援
し
、
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
通
常
保
育
事
業
、
延

長
保
育
事
業
、
土
曜
保
育
事
業
、

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
、
保

育
料
軽
減
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

３.

国
に
お
け
る
制
度
改
正
の
動

向
国
は
利
用
者
本
位
の
保
育
制
度

に
向
け
た
改
革
の
た
め
、
基
本
制

度
、
幼
保
一
体
化
、
こ
ど
も
指
針

の
３
作
業
部
会
に
お
い
て
、
機
能

強
化
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

中
間
報
告
で
は
幼
保
一
体
化
施
設

｢

総
合
施
設｣

の
創
設
を
柱
に
、

名
称
は

｢

こ
ど
も
園｣

に
統
一
し
、

待
機
児
童
の
解
消
を
目
指
す
と
さ

れ
て
い
る
。

４.

ひ
ろ
お
幼
稚
園

①
昭
和
41
年
に

｢

広
尾
幼
稚
園｣

と
し
て
開
園
。
昭
和
50
年
に
は
入

園
児
の
増
加
に
よ
り
、｢

つ
く
し

幼
稚
園｣

と

｢

す
ず
ら
ん
幼
稚
園｣

に
分
離
し
た
が
、
同
59
年
度
に
園

児
の
減
少
に
よ
り
、｢

ひ
ろ
お
幼

稚
園｣

と
し
て
統
合
さ
れ
た
。

②
園
児
数
と
入
園
率

本
年
度
の
園
児
数
は
、
４
歳
と

５
歳
児
合
わ
せ
て
43
人
。
未
就
学

児
童
に
占
め
る
割
合
は
37
・
４
％

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
21
年
９

月
か
ら
降
園
時
刻

(

13
時
30
分)

後
の
一
時
預
か
り
保
育
を
実
施
し

て
い
る
。

③
職
員
構
成

園
長
１
人
、
主
任
教
諭
２
人
、

公
務
補
１
人
、
補
助
教
諭
２
人

④
運
営
費

(

平
成
23
年
度)

歳
入
３
２
０
万
円
、
歳
出
３
６

５
０
万
２
千
円
。

 

       

            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

               

      

             



            

調
査
日

平
成
23
年
７
月
26
日

３
月
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
り
発
生
し
た
津
波
に
よ
る

町
有
施
設
な
ど
の
被
害
と
復
旧
状

況
に
つ
い
て
、
現
地
を
含
め
調
査

を
行
っ
た
。

今
回
の
津
波
被
害
復
旧
額
は
、

町
施
設
関
係
が
３
３
８
９
万
６
千

円
、
国
そ
の
他
施
設
関
係
で
10
億

１
９
６
２
万
９
千
円
の
合
わ
せ
て

10
億
５
３
５
２
万
５
千
円
に
達
し

た
。

１.

水
産
関
係

①
町
有
施
設

漁
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
１

階
部
分
が
冠
水
し
、
玄
関
ド
ア
な

ど
の
設
備
は
じ
め
、
給
湯
ボ
イ
ラ
ー
、

ス
ト
ー
ブ
等
の
備
品
等
が
破
損
し

た
。
ま
た
、
魚
類
飼
育
施
設
の
取

水
配
電
盤
に
も
被
害
が
あ
っ
た
。

２
施
設
の
復
旧
額
は
、
計
５
０
２

万
４
千
円
。

②
道
有
施
設

音
調
津
漁
港
の
中
突
堤
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
一
部
破
損
を
は
じ
め
、
通

路
陥
没
、
港
内
灯
の
破
損
が
あ
っ

た
。
復
旧
額
は
、
３
６
６
万
円
。

③
漁
協
施
設

市
場
を
は
じ
め
、
冷
凍
冷
蔵
工

場
、
製
氷
工
場
、
ウ
ニ
種
苗
飼
育

施
設
な
ど
、
合
わ
せ
て
13
施
設
で

建
物
、
電
気
設
備
等
に
冠
水
被
害

が
あ
っ
た
。
復
旧
額
は
１
億
５
１

６
２
万
４
千
円
。

④
そ
の
他

漁
船
83
隻
に
被
害
が
あ
り
、
復

旧
額
は
１
億
８
７
０
万
円
。

２.

商
工
関
係

十
勝
港
内
の
海
運
業
、
倉
庫
業
、

造
船
鉄
工
業
、
水
産
加
工
業
な
ど

14
社
、
１
事
業
所
で
、
建
物
は
じ

め
事
務
機
器
、
設
備
機
械
な
ど
に

冠
水
被
害
が
あ
っ
た
。
復
旧
額
は
、

４
億
１
５
５
５
万
円
。

３.

港
湾
施
設
関
係

①
町
有
施
設

船
舶
給
水
機
10
か
所
中
、
６
か

所
の
電
気
計
装
盤
が
破
損
。
復
旧

額
は
、
１
６
１
３
万
５
千
円
。
ま

た
、
貨
物
上
屋
、
資
材
保
管
庫
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
破
損
し
た
ほ
か
、

港
湾
事
務
所
の
床
上
浸
水
な
ど
３

施
設
で
復
旧
額
は
１
８
６
万
５
千

円
。

そ
の
他
、
港
湾
道
路
、
街
路
灯
、

航
路
標
識
灯
、
保
安
対
策
施
設
の

被
害
を
は
じ
め
、
港
内
水
域
の
浮

遊
物
回
収
を
含
め
、
復
旧
額
は
８

８
３
万
１
千
円
。

②
そ
の
他

津
波
に
よ
る
港
内
の
航
路
、
泊

地
の
土
砂
流
入
が
あ
り
、
国
直
轄

事
業
と
し
て
こ
れ
ら
の
浚
渫(

し
ゅ

ん
せ
つ)

工
事
が
、
来
年
３
月
末

完
了
予
定
で
行
わ
れ
る
。
復
旧
額

は
３
億
１
９
０
９
万
５
千
円

(

内
、

町
負
担
分
８
０
３
９
万
９
千
円)

。

開
発
建
設
部
所
有
の
検
潮
所
の

機
器
が
津
波
で
損
壊
し
た
。
現
在
、

簡
易
計
測
器
で
仮
復
旧
と
な
っ
た

が
、
来
年
３
月
末
に
復

旧
予
定
。
復
旧
額
は
１

６
０
０
万
円
。

ま
た
、
広
尾
海
上
保

安
署
の
１
階
部
分
が
冠

水
し
、
備
品
な
ど
に
被

害
が
あ
っ
た
。
復
旧
額

は
、
５
０
０
万
円
。

４.

衛
生
関
係

十
勝
港
内
の
公
衆
ト

イ
レ

(

３
か
所)

の
ド

ア
、
外
壁
な
ど
が
破
損
。

復
旧
額
は
15
万
１
千
円
。

５.

下
水
道
関
係

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

の
電
気
制
御
盤
が
破
損
。

復
旧
額
は
１
８
９
万
円
。

６.

一
般
家
屋

床
上
浸
水
が
11
件
、
床
下
浸
水

が
９
件
あ
っ
た
。

委
員
か
ら
、
開
発
建
設
部
検
潮

所
の
復
旧
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で

２
・
８
ｍ
が
限
界
で
あ
っ
た
計
測

範
囲
を
、
今
回
の
津
波
の
高
さ
を

考
慮
し
て
実
測
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
と
の
質
疑
が
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
町
か
ら
は
、
開
発
建
設
部

に
引
き
続
き
実
測
で
き
る
よ
う
要

請
し
て
い
く
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

 

       

            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

               

                 

             



            

 

 
 
 
 
 
 

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
１
か

月
余
り
と
な
り
、
慌
た
だ
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

で
は
、
本
町
も
住
宅
の
床
上
浸

水
を
は
じ
め
十
億
円
を
超
え
る

被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
ら

た
め
て

｢

防
災
の
ま
ち
づ
く
り｣

を
町
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
の
本
町
の
農
林
・
畜
産

の
生
産
高
は
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
平
年
並
み
と
の
予
測
で
す
が
、

沿
岸
漁
業
の
さ
け
ま
す
、
昆
布
、

し
し
ゃ
も
、
秋
さ
け
定
置
網
漁

は
、
海
水
温
等
の
影
響
で
例
年

と
比
べ
漁
獲
高
の
減
少
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
毛
が

に
、
す
け
そ
う
の
豊
漁
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
と
議
会
を

結
ぶ

｢

議
会
広
報｣

に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご

感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

前
崎

茂

                                  

                                  

    

６日 第４回議会運営委員会

８日 広尾市街地区敬老会

９日 第３回町議会定例会 (～14日)

11日 福祉まつり及び高齢者芸能発表会

13日 第３回議員定数に関する調査特別委員会

20日 開町記念式典

25日 養護・特養・生活支援ハウス合同敬老会並

びに特養開所30周年記念式典

27日 総務常任委員会行政視察調査 (～28日・奈

井江町､ 東川町)

30日 南十勝消防事務組合設立40周年式典

     

18日 決算審査特別委員会 (～19日)

20日 十勝町村議会議長会議員研修会 (音更町)

22日 広尾サンタランドツリー点灯式

23日 町内会連合会創立30周年記念式典

25日 産業常任委員会行政視察調査 (～26日・富

良野市)

25日 高齢者スポーツ大会

     

７日 地域政策懇談会

13日 東京広尾会 (東京都)

16日 町村議会議長全国大会 (東京都)

17日 第４回議員定数に関する調査特別委員会

18日 第４回議会広報特別委員会

25日 十勝圏複合事務組合議会定例会 (帯広市)

十勝環境複合事務組合議会定例会 (帯広市)

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          

          

          

   

            

             


